
国際経済学部データサイエンス経済（DSE）コースのカリキュラム

履修年次
科目名

基盤科目
（全学科目）

経済関係科目

基本技能

入門科目

専門基礎

専門応用

演習科目

1 2 3 4
統計分析入門

情報リテラシー

データサイエンスリテラシー

社会調査法（質的データ分析の基礎を含む。）

経済数学入門

データサイエンスの基礎

コース共通科目

データ処理の基礎

経済数学（線形代数）

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

コンピュータサイエンス科目群

数理モデルとアルゴリズム

プログラミングⅠ（講義科目）

プログラミングⅡ（少人数科目）

情報セキュリティと情報通信

データアナリシス科目群

データサイエンスのための数学

データ分析とデータ可視化

多変量解析

データサイエンス応用科目群

企業・財務・知財データ分析入門

市場・消費データ分析入門

公共データ分析入門

コース共通科目群

経済統計Ⅰ

経済統計Ⅱ

時系列分析

コンピュータサイエンス科目群

データエンジニアリングとデータベース

データ処理の応用（データマイニングの手法）

データアナリシス科目群

機械学習Ⅰ（教師あり）

機械学習Ⅱ（教師なし）

テキストデータ分析

社会ネットワーク分析

データサイエンス応用科目群

産業DX・AI活用の事例分析

社会経済予測

企業・財務・知財データ実践研究

経済・市場データ実践研究

公共データ実践研究

入門演習Ⅰ

入門演習Ⅱ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

専門演習Ⅲ

専門演習Ⅳ
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◆…新設科目

計22科目が新設！

データサイエンスの体系的な学び

国際経済学部 データサイエンス経済（DSE）コースの教育

注） 今後変更となる可能性があります。
注） 今後変更となる可能性があります。

●経済統計 等

専門基礎科目

専門基礎科目

国際経済学部
入門科目

専門応用科目

専門応用科目

●統計分析入門 等
基盤科目

応用実践科目

●データエンジニアリン
　グとデータベース 
●機械学習
●経済・市場データ実践
　研究
●公共データ実践研究 等

●数理モデルとアルゴリ
　ズム
●データサイエンスのた
　めの数学
●市場・消費データ分析

DSEコース専門科目

■コンピュータサイエンス科目
■データアナリシス科目
■データサイエンス応用科目

■専門演習科目
■卒業研究

データ
サイエンス
全学教育4年次3年次

データサイエンス経済コース履修生
科目群名

2年次1年次

社会人・
企業人への
リカレント・

リスキリング教育

●経済数学（線形代数）
●計量経済学 等

●データサイエンスの基礎 等

■データサイエンス科目
  関連コース共通科目

■データサイエンス
  入門科目

●データサイエンスに関する３分野、「コンピュータサイエンス科目群」、「データアナリシス科目群」、「データサイエンス応用科目群」

の専門教育を体系的に学びます。このうち応用力を養うデータサイエンス応用分野に重点をおきます。

●コース所属の学部生への専門教育に加え、全学の学部生・大学院生のデータサイエンス力を高める教育、地域の産業DX、AI活用

に資する産学連携、社会人・企業人のリカレント・リスキリング教育にも力を入れていきます。

データサイエンスの基礎と
データ利活用のスキルを
新潟県立大学で
2025年度に国際経済学部は2コースから3コースへ

国際経済コース

国際経済への理解を
深めることに
重点を置くコース

地域経済創生コース データサイエンス経済コース（DSEコース※）

地域経済への理解を
深めることに
重点を置くコース

データサイエンスの基礎とデータ利活用のスキルを修得し、
経済・社会・地域の持続的発展と価値創造に貢献する実践力
のある人材を地域で育成することに重点を置くコース

NEW

データサイエンスと経済学で地域社会の発展を担う

データサイエンスとは？

データサイエンス×経済学

現代は、日々大量のデータがやり取りされるビッグデータの時代です。データサイエンスは、この膨大なデータの中か

ら、人工知能（AI）などを活用して、社会問題の解決に役立つ情報を見つけ出そうとする学問です。社会、経済、健康、

環境、防災などの幅広い分野で活用が急速に進んでいます。

経済学は、人々や企業、政府の意思決定を理論とデータの両面から探究します。典型的な経済現象の分析にとどまら

ず、環境、医療、教育、都市問題、政治、スポーツなど、幅広い分野に応用されてきました。データサイエンス経済コー

スでは、まず経済学を基礎から学びます。データサイエンスと経済学の両方を学ぶことで、社会・経済・地域の課題を発

見し、データ分析に基づく客観的な解決提案をする実践力が身につきます。DX（デジタルトランスフォーメーション）が

ますます進むこれからの社会では、データサイエンスと経済学のスキルが大きなアドバンテージになるでしょう。

国際経済学部の
入学定員 学年100名データサイエンス経済コース

新設に伴い1学年の定員を10名増

コンピュータサイエンス科目群
C o m p u t e r  S c i e n c e

コンピュータや情報技術に関する知識やプログラミングを基礎から学ぶ

データアナリシス科目群
D a t a  A n a l y s i s

データの可視化や機械学習などの高度な分析スキルを養う

データサイエンス応用科目群
A p p l i e d  D a t a  S c i e n c e

PBL（プロジェクト型学習）や事例研究を通じて、現実社会の課題に取り組む

●データ分析と可視化
●多変量解析
●機械学習 I・II
など

●産業DX・AI活用の事例分析
●企業・財務・知財データ実践研究
●経済・市場データ実践研究
など

●数理モデルとアルゴリズム
●プログラミング I・II
●データエンジニアリングとデータベース
など

応用実践科目は、PBL（プロジェクト型学習）手法を導入し、学生・『企業』・教員の３者協働参画による学びを通し、実践的課題解決

力・チームワークを育成します。

※DSEはData Science and Economicsの頭文字をとったものです。
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